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別紙２

市立秋田総合病院新病院建設に伴う造作カウンター工事

余裕期間に係る特記事項

※この特記事項は建築工事特記仕様書の一部である。

（定義）

・余裕期間 余裕期間の設定対象工事(以下「余裕期間設定工事」という。)

の請負契約（以下「契約」という。） の締結の日から当該余裕期間設定工事

の着手の日（以下「工事着手日」という。）の前日までの期間をいう。

・実工期 余裕期間設定工事を実際に施工するために必要な期間（準備及び後

片付けの期間を含む。）をいう。

・全体工期 余裕期間に実工期を加えた期間をいう。

（適用内容）

・本工事は余裕期間設定工事であり、工事着手日は令和３年４月１日とする。

・余裕期間内においては、現場工事に着手できない。

・共通費については、令和３年４月１日を工事着手日とする実工期に基づき計

上している。

・工事着手日前にあっては、受注者は、現場に搬入しない資材等の準備を行う

ことができるが、工事現場に資材搬入や仮設物設置等を行ってはならない。

なお、余裕期間内に行う準備は、受注者の責により行うものとする。

（技術者の配置に関すること）

・現場代理人・主任（監理）技術者選任届は契約時に提出すること。なお、余

裕期間にあっては、現場代理人・主任（監理）技術者の配置は不要であり、

配置及び専任を開始する時期は、工事着手日からとする。

・工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く）、

事務手続、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監

理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、完成

検査確認通知書の日付けとする。

（前払金の請求に関すること）

・契約事項第35条に規定する前払金については、工事着手日以降でなければ請

求することができない。

（手続き等）
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・工事請負契約書に記載する工期は全体工期とし、特別契約事項欄に余裕期間

設定工事であることを記載するとともに、実工期を記載すること。

・工程表は契約締結後10日以内に提出することとし、記載に当たっては余裕期

間を除いた工程とすること。

・工事着手届、施工計画書は工事着手日に提出すること。

・建設業退職金共済制度の発注者用掛金収納書の提出については、建設業退職

金共済制度取扱要領に基づき契約後１ヶ月以内に提出すること。

・契約保証の保証期間については、余裕期間を含めた全体工期を含むものとす

ること。

（技術者が工事着手日に配置できない場合の対応）

現場代理人・主任（監理）技術者選任届により届出された技術者が、工事着

手日に配置できない場合であっても、技術者の変更を認めない。

ただし、工事着手日前に従事していた工事の不可抗力による遅延、又は技術

者の死亡、傷病、出産その他契約担当者が認める事情により当該技術者が配置

できなくなった場合は、秋田県通知「監理技術者等の工事現場における専任配

置等について（平成16年３月31日付け建管－3097）」に準じて技術者の変更を

認めるものとする。

なお、技術者の変更を認める場合、３ヶ月以上の恒常的な雇用関係にあるこ

とを必要とする。


